
ア
ヤ
メ
園
の
七
つ
道
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当
初
の
予
定
で
は
、
一
月
・
二
月
の
活
動
は
ア
ヤ
メ
園

の
畝
が
凍
っ
て
い
る
こ
と
や
、
雑
草
も
休
眠
状
態
で
伸
び

な
い
こ
と
な
ど
で
作
業
を
中
断
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
今

年
の
冬
は
比
較
的
暖
冬
で
雑
草
が
伸
び
て
き
た
り
、
地
面

が
凍
ら
な
い
等
の
た
め
に
二
月
初
旬
か
ら
作
業
を
開
始

し
た
。
二
月
は
じ
め
に
、
来
年
度
の
活
動
方
針
と
作
業
方

法
の
確
認
の
た
め
全
員
で
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
今
年

度
の
反
省
と
し
て
は
、
約
全
体
の
八
割
が
三
年
目
の
株
分

け
と
な
り
作
業
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
。
そ
の
た
め
に
除
草

作
業
に
遅
れ
が
生
じ
、
雑
草
が
大
き
く
身
の
丈
ほ
ど
に
育

ち
処
分
に
苦
慮
し
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
、
次
年
度
か
ら

毎
年
平
均
に
株
分
け
で
き
る
よ
う
計
画
す
る
こ
と
や
、
株

分
け
後
の
品
種
の
整
理
（
株
分
け
す
る
た
め
に
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
し
ま
う
）
を
行
う
。
ま
た
除
草
後
の
処
分
方
法

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。 

 

二
月
中
旬
に
は
稲
荷
川
の
土
手
の
野
焼
き
が
行
わ
れ

た
た
め
、
あ
や
め
園
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
清
掃
や
、
雑
草
・

枯
草
等
を
一
緒
に
燃
や
す
等
の
美
化
作
業
も
お
こ
な
っ

た
。 

 

さ
て
、
今
月
は
私
た
ち
が
常
日
頃
あ
や
め
園
を
管
理
す

る
た
め
の
商
売
道
具
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
ま
ず
服
装
に

つ
い
て
だ
が
、「
帽
子
」
、
直
射
日
光
や
水
面
か
ら
反
射
す

る
紫
外
線
に
よ
る
日
焼
け
防
止
の
た
め
、
一
年
を
通
じ
て

の
必
需
品
で
あ
る
。
特
に
女
性
の
人
は
眼
だ
け
を
出
し
て

い
る
た
め
良
く
顔
を
見
な
い
と
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
く

ら
い
顔
全
体
を
覆
う
。
次
に
一
番
消
耗
の
多
い
「
手
袋
」

だ
が
、
軍
手
に
緑
色
の
ゴ
ム
引
き
し
た
も
の
が
多
く
使
わ

れ
、
全
体
が
ゴ
ム
の
も
の
等
そ
の
人
の
作
業
の
仕
方
に
よ

うしく里山の会広報誌 さとやま                一面 

（Ｎ ｏ ．７ ３  ２ ０ ０ ９ 年３ 月号） 

ア
ヤ
メ
園
受
託
事
業 

佐
藤 

輝
雄 

 

姿形はどこから見てもプロ イラスト 久保田 節子 



っ
て
使
い
や
す
い
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
「
長
靴
」
赤

や
黄
色
の
模
様
の
つ
い
た
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
が
多
い
が
、

意
外
と
色
の
境
目
が
ひ
び
割
れ
し
や
す
く
水
漏
れ
が
生

じ
る
。
泥
深
い
田
ん
ぼ
に
足
を
取
ら
れ
る
た
め
足
に
あ
っ

た
製
品
を
選
ぶ
の
も
大
変
で
あ
り
、
手
袋
・
長
靴
と
も
年

間
の
消
耗
度
が
高
く
個
人
歳
出
の
費
用
も
ば
か
に
な
ら

な
い
。
作
業
ズ
ボ
ン
や
作
業
服
は
す
ぐ
に
泥
ま
み
れ
に
な

る
た
め
、
洗
濯
し
て
も
す
ぐ
乾
く
も
の
を
選
ぶ
。
布
地
に

付
い
た
泥
し
み
は
、
泥
染
め
と
同
じ
く
絶
対
に
落
ち
な
い
。

下
着
等
も
作
業
専
用
を
用
意
す
る
。 

 

次
に
道
具
の
紹
介
を
し
よ
う
。
除
草
に
欠
か
せ
な
い
の

が
「
鎌
」
、
鎌
に
も
い
ろ
い
ろ
と
種
類
が
あ
り
、
普
通
の

鎌
、
鋸
鎌
、
長
柄
草
か
き
等
が
あ
る
。
除
草
し
た
草
を
入

れ
る
カ
ゴ
や
バ
ケ
ツ
、
除
草
中
腰
掛
け
る
た
め
の
イ
ス

（
風
呂
場
の
イ
ス
を
利
用
）
は
自
分
の
尻
に
合
わ
せ
る
た

め
個
人
で
用
意
す
る
。
雑
草
を
運
ぶ
一
輪
車
、
リ
ヤ
カ
ー
、

そ
し
て
畝
を
作
っ
た
り
す
る
ス
コ
ッ
プ
、
鍬
、
表
面
を
な

ら
す
金
製
の
熊
手
、
あ
る
い
は
園
路
を
掃
除
す
る
竹
熊

手
・
竹
箒
。
こ
の
他
に
池
の
土
手
等
を
補
修
す
る
た
め
の

竹
割
り
、
鉈
、
鋸
、
カ
ケ
ヤ
、
池
に
入
る
た
め
の
胴
長
。

ま
た
機
械
で
は
、
園
路
や
の
り
面
を
整
備
す
る
た
め
の
刈

払
い
機
、
草
刈
り
機
、
耕
運
機
、
夏
に
活
躍
す
る
エ
ン
ジ

ン
ポ
ン
プ
等
で
、
二
棟
あ
る
物
置
は
い
つ
も
満
杯
状
態
で

あ
る
。
私
た
ち
の
商
売
道
具
で
あ
る
こ
れ
ら
の
機
器
類
も

常
に
清
掃･

整
備
し
て
お
か
な
い
と
錆
で
切
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
プ
ロ
に
は
道
具
選
び
や
管
理
も
大
事
な
作
業

で
あ
る
。
今
年
も
き
れ
い
な
花
が
た
く
さ
ん
咲
く
よ
う
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
。 

                               

   

 

平
成
二
十
年
度
を
振
り
返
っ
て 

巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
最
終
年
度
が
無
事
終
了
、
本
年
度

は
二
十
四
名
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
は
市
内
の

寺
社
を
除
く
個
人
所
有
の
樹
木
を
対
象
と
し
ま
し
た
。
活

動
は
第
一
日
曜
日
と
第
四
土
曜
日
の
月
二
回
で
す
。
四
月

の
第
一
回
目
は
全
員
で
新
年
度
の
活
動
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
調
査
十
五
回
、
研
修
見
学
四
回
、
エ

コ
ツ
ア
ー
一
回
、
今
年
に
入
り
一
月
に
内
部
報
告
会
、
そ

し
て
三
月
一
四
・
十
五
日
に
は
「
牛
久
自
然
観
察
の
森
」

に
於
い
て
公
開
報
告
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

現
地
調
査
は
全
三
十
八
箇
所
、
五
十
九
本
の
樹
木
の
調

査･

撮
影
を
行
い
、
そ
の
内
訳
は
巨
木
二
十
六
本
、
古
木

十
六
本
、
希
少
木
十
七
本
で
す
。
調
査
活
動
に
参
加
し
た

延
べ
人
数
は
二
百
十
八
名
に
及
び
ま
す
。
研
修
見
学
は
、

七
月
に
白
神
山
地
一
泊
エ
コ
ツ
ア
ー
、
八
月
に
茨
城
県
自

然
博
物
館
見
学
、
十
月
に
皇
居
東
御
苑
・
日
比
谷
公
園
樹

木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
十
一
月
に
鹿
行
方
面
神
社
境
内
巨
木

見
学
、
二
月
に
筑
波
実
験
植
物
園
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
は
「
牛
久
自
然
観
察
の
森
」
で
行
わ
れ
た
『
う

し
く
里
山
秋
祭
り
』
の
イ
ベ
ン
ト
《
木
の
大
き
さ
を
測
っ

て
み
よ
う
》
に
も
参
加
し
ま
し
た
。 

次
に
街
路
樹
班
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。
平
成
十
九

年
八
月
か
ら
発
足
し
た
プ
レ
ー
ト
取
り
付
け
の
委
託
契

約
の
年
に
は
い
り
、
市
緑
化
推
進
課
の
管
理
対
象
外
の
五

うしく里山の会広報誌 さとやま                二面 

 

巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

簡 

晶
子 

巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

簡 

晶
子 

 



地
点
（
近
隣
公
園
・
市
役
所
・
図
書
館
・
中
央
学
習
Ｃ
・

市
運
動
公
園
）
の
追
加
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
十
二

月
二
十
六
日
に
市
と
の
委
託
契
約
を
結
び
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
も
迎
え
て
、
受
託
事
業
「
チ
ー
ム
街
路
樹20

」
が

発
足
、
巨
木
事
業
か
ら
独
立
し
ま
し
た
。
二
月
か
ら
樹
名

板
の
取
り
付
け
作
業
に
は
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
昨
年
九
月
よ
り
連
載
し
て
い
る
「
広
報
う
し

く
―
わ
が
街
の
木
」
の
コ
ー
ナ
ー
の
写
真
撮
影
と
解
説
文

は
、
引
き
続
き
「
チ
ー
ム
街
路
樹20
」
の
メ
ン
バ
ー
が

担
当
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
一
日
版
に
、

市
内
の
街
路
樹
及
び
公
共
の
場
所
に
あ
る
樹
木
が
順
次

掲
載
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

さ
て
本
年
度
の
調
査
活
動
は
、
対
象
が
個
人
所
有
の
樹

木
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
調
査
木
の
探
索
と
選
定
と
い

う
作
業
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
メ
ン
バ
ー
の
足
と
目
で
見
つ
け
出
さ
れ
た
樹
木
は

百
二
十
六
本
に
も
及
び
ま
す
。
次
に
そ
れ
ら
の
所
在
地
・

樹
種
名
を
確
定
し
、
さ
ら
に
調
査
木
と
し
て
の
選
定
基
準

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
予
備
調
査
を
実
施
、
最
終

的
に
五
十
九
本
を
選
定
し
ま
し
た
。 

 

実
際
の
活
動
に
お
い
て
は
、
個
人
宅
の
敷
地
内
で
の
調

査
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
気
遣
う
点
は
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
ど
ち
ら
の
お
宅
で
も
た
い
へ
ん
好
意
的
に
迎
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
人
数
で
の
訪
問
と
な
り
恐
縮
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
巨
木
を
有
す
る
旧
家
の
敷
地
は
広

く
、
快
く
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
普
段
、
道
沿
い

に
垣
間
見
て
い
た
だ
け
の
樹
木
を
、
屋
敷
内
で
間
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
う
れ
し
い
体
験
で
す
。
そ
の
木
に

ま
つ
わ
る
お
話
も
、
家
人
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
伺
う
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
夏
に
は
冷
た
い
お
茶
を
用
意
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
自
家
製
の
ス
イ
カ
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
本
年
度
調
査
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                         

                       

平
成
二
十
一
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
じ
ゃ
が
い
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
統
合
し
、
じ

ゃ
が
い
も
・
里
芋
・
さ
つ
ま
い
も
・
そ
ば
を
四
月
か
ら
十

二
月
に
か
け
、
植
付
け
（
種
ま
き
）
か
ら
収
穫
、
そ
し
て

食
べ
る
ま
で
の
農
業
体
験
講
座
と
し
て
開
催
し
ま
す
。 

 

「
広
報
う
し
く
」
な
ど
で
、
親
子
の
参
加
者
の
募
集
を

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

 
定期活動時の記念写真 08.10.5 渡辺 

 

親
子
農
業
体
験
講
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
山 

さ
え
子 

 
〔チーム’街路樹 20〕の発足会議 09.1.17 佐藤 

 

 

うしく里山の会広報誌 さとやま                三面 



 

 

下根町雑木林・植物観察会 08.08.05 平塚 

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
が
た
く
さ
ん
い
た
り
、
カ
エ
ル
が
で
て

き
た
り
、
ね
ず
み
が
と
び
だ
し
た
り
、
そ
の
た
び
に
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
。
静
か
で
広
々
し
た
畑
で
安
心
し
て
農

業
体
験
が
で
き
ま
す
。
で
も
農
業
は
肉
体
労
働
。
指
導
す

る
私
た
ち
は
、
一
年
毎
に
作
業
が
身
に
こ
た
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
作
業
面
積
を
少
し
縮
小
、
そ
し
て
作
業
者

に
は
何
株
か
自
分
の
も
の
と
し
て
育
て
て
も
ら
い
ま
す
。

当
然
で
き
た
も
の
は
当
人
の
も
の
、
名
札
を
つ
け
て
も
ら

い
ま
す
。 

会
員
の
皆
さ
ん
、
初
め
て
の

方
法
で
す
。
き
っ
と
楽
し
さ
、

う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
講
座

に
な
り
ま
す
。 

是
非
、
手
助
け
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

七
月
ま
で
の
日
程
（
全
て
土
曜
日
、
雨
天
時
は
次
週
） 

 

四
月
四
日
、
五
月
二
日
、
五
月
二
十
三
日
、 

六
月
十
三
日
、
七
月
四
日
、
七
月
十
八
日
（
収
穫
祭
）
、 

七
月
二
十
五
日 

 

時 

間 
 

九
時
〜
十
二
時 

 

場 

所 
 

梅
林
奥
の
畑 

 

参
加
費 

 

会
員
無
料
（
収
穫
祭
は
別
途
） 

 

服 

装 
 

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
帽
子
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
包
丁
（
ナ
イ
フ
） 

 

申
込
み
先 

 

横
山
（
℡ 

874-1430

・
午
後
七
時
〜
九
時
） 

 

     

今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て 

 

今
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
は
一
般
市
民
の
参
加
を

募
っ
た
「
植
物
ガ
イ
ド
」
と
里
山
の
会
・
会
員
主
体
の
「
植

物
観
察
会
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

「
植
物
ガ
イ
ド
」
は
四
回
計
画
し
、
四
回
と
も
無
事
実

施
、
延
べ
六
十
六
名
（
内
一
般
三
十
一
名
）
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。 

「
植
物
観
察
会
」
は
五
回
開
催
、
延
べ
四
十
名
の
参
加
。

今
年
度
の
「
植
物
観
察
会
」
は
三
カ
年
計
画
の
二
年
目
と

し
て
小
野
川
中
流
域
の
右
岸
と
左
岸
の
林
地
（
下
根
町
の

雑
木
林
・
観
察
の
森
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
林
）
及
び
湿
地
（
岡

見
・
上
太
田
・
結
束
の
水
田
六
ヵ
所
）
を
観
察
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
同
じ
場
所
で
季
節
を
変
え
、
複
数
回
調
査
。
そ

れ
ら
の
場
所
で
、
草
本
は
湿
地
で
約
四
十
六
種
、
林
地
で

約
七
十
五
種
。
木
本
は
林
地
で
約
六
十
七
種
を
確
認
、
そ

の
発
生
量
を
記
録
し
ま
し
た
。
絶
滅
危
惧
種
と
言
わ
れ
る

種
も
幾
つ
か
確
認
。
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
成
果
公
表

の
場
と
し
て
の
「
環
境
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
出
展
、
里
山
の

秋
祭
り
へ
参
加
し
ま
し
た
。 

観
察
隊
の
活
動
目
的
は
身
近
な
植
物
の
観
察
を
通
じ

て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
郷
土
の
自
然
情
況
を
知
り
、
市
民
に

現
状
を
知
ら
せ
、
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
緑
豊
か

な
環
境
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
「
植

物
ガ
イ
ド
」
で
毎
回
配
布
し
て
い
る
資
料
も
植
物
の
構
造

や
成
長
過
程
、
生
育
環
境
の
変
化
、
そ
の
要
因
と
し
て
の

人
間
活
動
の
変
化
や
社
会
事
情
に
も
考
え
が
及
ぶ
よ
う

な
内
容
で
渡
辺
泰
さ
ん
が
作
成
し
、
解
説
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。 

今
年
度
の
観
察
、
調
査
活
動
に
お
い
て
も
気
に
な
り
心

配
に
な
る
現
状
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ア
レ
チ
ウ
チ
、
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ
等

の
外
来
種
の
繁
茂
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
水
田
、
湿
地
の
減

少
、
溜
池
や
小
川
が
少
な
く
な
り
、
多
く
が
三
面
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
用
水
路
に
。
除
草
剤
の
使
用
か
赤
茶
け
た
畦
の

雑
草
。
農
薬
使
用
の
効
果
か
雑
草
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
水

 

里
山
自
然
観
察
隊
事
業
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
塚 

芳
雄 

うしく里山の会広報誌 さとやま                四面 



 

今月の古木・希少木 

No.２３  

テーダマツ 

テーダマツの樹形 

08.5.15 渡辺 

 

田
。
山
林
の
減
少
（
牛
久
市
内
の
山
林
面
積
の
割
合
は
こ

こ
二
十
数
年
の
間
に
三
分
の
一
か
ら
五
分
の
一
近
く
に
）
。

管
理
放
棄
さ
れ
た
竹
林
や
山
林
。
山
林
へ
の
竹
・
ア
ズ
マ

ネ
ザ
ザ
の
侵
入
な
ど
な
ど
。 

一
方
、
身
近
な
住
宅
街
の
歩
道
際
に
生
え
た
何
種
も
の

ス
ミ
レ
の
花
や
畦
道
・
路
傍
の
小
さ
な
野
草
の
花
の
美
し

さ
な
ど
の
新
た
な
発
見
。
厳
し
い
環
境
下
で
時
に
は
逞
し

く
時
に
は
健
気
に
必
死
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
姿
に

接
し
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
。 

 

来
年
度
の
活
動
も
「
植
物
ガ
イ
ド
」
と
「
植
物
観
察
会
」

が
二
本
柱
で
す
。
運
営
面
、
幾
つ
か
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
で
す
が
植
物
観
察
を
通
じ
て
地
元
の
現
状
を
楽
し
く

調
査
・
観
察
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

    

「
結
束
町
み
ど
り
の
保
全
区
エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦
」 

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ 

 
 

三
月
は
十
四
日
（
土
）
と
十
五
日
（
日
）
の
実
施
と
な
り

ま
す
。
元
気
な
森
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 
 

・
集
合
場
所
↓
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
一
階
倉
庫
前 

・
時 

 

間
↓
午
後
一
時
〜
三
時 

・
予
約
不
要 

（
雨
天
中
止
／
強
風
時
も
中
止
） 

・
持
ち
物
↓
長
靴
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
（
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
） 

※
刈
払
い
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
用
は
資
格
所
有
者

に
限
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

 

（0
2
9
-
8
7
4
-
6
6
0
0

担
当
：
石
神
） 

 

マ
ツ
科
マ
ツ
属
。
北
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、

東
海
岸
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
南
部
の
テ
ネ

シ
ー
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
、
フ
ロ
リ
ダ
、
テ

キ
サ
ツ
に
広
く
分
布
す
る
。
マ
ツ
属
の

中
で
最
も
湿
地
を
好
む
。
常
緑
高
木
で

雌
雄
同
株
、
生
長
は
早
く
幹
は
直
立
し
、

原
産
地
で
は
通
常
高
さ
二
〇
〜
三
〇
ｍ
、

径
は
〇
．
八
〜
一
．
二
ｍ
に
な
り
、
樹

形
は
写
真
の
よ
う
な
広
円
錐
形
。
樹
皮
は
幼
木
で
は
灰
色

ま
た
は
帯
黄
色
で
平
滑
、
老
樹
で
は
赤
褐
色
で
深
い
裂
け

目
を
生
じ
、
鱗
片
状
に
剥
落
す
る
。
葉
は
三
針
（
三
葉
松

類
）
、
三
本
の
針
状
の
細
い
葉
が
束
生
し
、
長
さ
十
二
〜

二
十
五
㎝
。
少
し
ね
じ
れ
る
。
葉
先
は
鋭
く
尖
り
硬
い
。

裸
子
植
物
で
球
果
（
松
ぼ
っ
く
り
）
は
長
さ
八
〜
十
五
㎝
。

卵
状
円
筒
形
。
果
鱗
の
背
面
に
三
角
状
の
反
捲
す
る
刺
が

あ
る
。
種
子
は
菱
形
、
暗
褐
色
、
斑
が
入
る
。 

日
本
に
は
明
治
の
終
り
に
渡
来
。
牛
久
市
内
で
は
数
は

少
な
い
が
、
民
家
の
庭
や
小
学
校
の
校
庭
な
ど
に
植
栽
さ

れ
て
い
る
。
今
年
度
の
巨
木
リ
サ
ー
チ
で
は
希
少
木
の
一

種
と
し
て
二
本
調
査
。
幹
周
は
二
百
六
十
五
㎝
と
二
百
九

十
七
㎝
、
樹
高
は
二
本
と
も
二
〇
ｍ
弱
。
タ
エ
ダ
マ
ツ
と

も
称
す
る
が
、
ラ
テ
ン
語
の
種
名taeda

の
ロ
ー
マ
字
読

み
。
松
脂
の
あ
る
、
松
明
と
い
っ
た
意
味
。 

（
平
塚 

芳
雄
） 

 
      

   

 

森
の
作
品
展 

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ 

 

 

観
察
の
森
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
森
の
作
品
展
」
、

い
よ
い
よ
開
催
が
迫
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ネ
イ
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
中
央
ホ
ー
ル

を
全
て
使
用
す
る
、
こ
の
年

に
一
度
の
展
示
会
で
は
、
観

察
の
森
で
撮
影
さ
れ
た
写

真
、
製
作
さ
れ
た
竹
細
工
、
木
炭
画
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン

グ
な
ど
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。
会
期
は
三
月
十
四
日
（
土

曜
日
）
か
ら
二
十
九
日
（
日
曜
日
）
ま
で
。
作
品
の
募
集

は
そ
れ
に
先
立
っ
て
三
月
七
日
（
土
曜
日
）
か
ら
十
三
日

（
金
曜
日
）
ま
で
行
い
ま
す
。 

 

例
年
、
本
会
会
員
の
方
か
ら
も
個
人
的
に
出
展
が
あ
り

ま
す
が
、
事
前
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
写
真
や
お
花

炭
、
つ
る
か
ご
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
成
果
物
の
発

表
の
場
も
設
定
い
た
し
ま
す
。
こ
の
形
で
の
出
展
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
写
真
を
出
展
さ
れ
る
場
合
は
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
で

一
人
三
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
出
展
物
の
大
き

さ
に
よ
っ
て
は
展
示
箇
所
の
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
出
展
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

（
平
成
二
十
年
度
森
の
作
品
展
担
当 

丸
山
） 

 

う
し
く
里
山
の
会
全
体
事
業
の 

お
知
ら
せ 

 

牛
久
自
然
観
察
の
森
か
ら
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邊 

浩
美 

うしく里山の会広報誌 さとやま                五面 

 



 

    

う
し
く
里
山
の
会
は
法
人
格
を
取
得
し
て
か
ら
早 

や
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
設
立
趣
旨
や
定
款
に
あ
り 

ま
す
よ
う
に
、
「
環
境
の
保
全
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と 

で
す
が
、
「
社
会
教
育
の
推
進
」
、
「
ま
ち
づ
く
り
の
推 

進
」
、「
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
は
か
る
活
動
」
、「
前
各 

号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
団
体
の
運
営
ま
た
は
活
動 

に
関
す
る
連
絡
、
助
言
ま
た
は
援
助
の
活
動
」
。 

 

う
し
く
里
山
の
会
は
、
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、 

以
上
の
特
定
非
営
利
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
会
の
直
接
の
事
業
だ
け
を
報
告
し
て
き
ま 

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
う
し
く
里
山
の
会
が
地
域
に 

お
い
て
ど
れ
だ
け
根
づ
い
て
い
る
か
、
他
団
体
と
の
連 

携
協
働
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
細
か
く
報
告
し 

て
ま
い
り
ま
す
。 

■
平
成
二
〇
年
度
後
期
の
主
な
連
携
協
働
に
つ
い
て 

①
牛
久
市
の
根
古
屋
川
清
流
化
計
画
に
協
力
（9
/
1
0

） 

 
 

観
察
台
設
置
の
た
め
の
広
域
除
草
と 

う
な
ぎ
幼
魚
放
流
に
協
力
。 

 

②
中
根
小
学
校
の
国
語
授
業
に
協
力
（
下
記
報
告
） 

③
景
観
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
（3

/
7

） 

 
 
 
 

牛
久
市
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
報
告
（
坂
） 

④
稲
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
旧
稲
敷
郡
内
市
町
村
の
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
に
て
（2

/2
3

） 

 
 
 
 

う
し
く
里
山
の
会
の
活
動
報
告
（
坂
） 

⑤
ゆ
め
ま
ち
メ
ッ
セ
で
基
調
講
演
（3

/
1
5

） 

 
 
 
 

牛
久
の
歴
史
再
発
見
（
坂
） 

⑥
ひ
た
ち
野
う
し
く
「
ま
ち
そ
だ
て
協
議
会
」
に
法
人 

と
し
て
参
加
要
請
あ
り
。 

■
中
根
小
学
校
の
国
語
授
業 

「
環
境
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」 

づ
く
り
の
協
力
に
つ
い
て 

 

過
日
、
中
根
小
学
校
か
ら
、
市
内 

で
環
境
問
題
に
携
わ
る
団
体
、
数
団 

体
に
国
語
の
授
業
に
協
力
し
て
ほ
し 

い
旨
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
う
し 

く
里
山
の
会
も
そ
の
一
つ
の
団
体
と 

し
て
坂
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
四
年
生
が
国
語
の
授
業 

で
環
境
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
た
め 

、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う 

も
の
で
し
た
。 

 

う
し
く
里
山
の
会
は
ど
う
い
う 

団
体
、
何
名
、
活
動
内
容
等
々
、 

矢
継
ぎ
早
や
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に 

汗
を
か
き
な
が
ら
対
応
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
少
し
時
間
を
か
け
て
説
明 

し
た
の
は
健
康
な
森
林
づ
く
り
の 

必
要
性
で
す
。 

エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦
を
一
つ
の
例
と 

し
て
説
明
し
、
健
康
な
森
林
が
、 

温
室
効
果
ガ
ス
を
沢
山
吸
収
し
て 

く
れ
る
こ
と
、
保
全
の
仕
方
に
も 

工
夫
が
必
要
で
、
動
植
物
の
食
物 

連
鎖
を
意
識
し
て
保
全
し
て
い
る 

こ
と
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
生
徒
か
ら
、
先
日
礼
状
が 

届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

               

 

そ
の
他
の
活
動
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂 

弘
毅 

 

うしく里山の会広報誌 さとやま                六面 



 

               

 

    

二
月
十
二
日
行
わ
れ
た
南
部
の
自
然
を
守
る
会
役

員
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。 

 
 今

年
も
成
井
集
落
（
十
一
戸
）
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

遠
山
の
ゴ
ミ
拾
い
と
遊
休
農
地
の
保
全
作
業
（
主
に
草

刈
り
）
を
行
い
ま
す
。
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

日 

時 

三
月
一
日 

八
時
〜
十
二
時
三
〇
分 

 

集 

合 

成
井
公
会
堂
前
集
合
（
八
時
） 

 

昼 

食 

飲
み
物
と
昼
食
を
用
意
し
ま
す 

 

機 

材 

草
刈
り
機
と
燃
料
も
用
意
し
ま
す
。 

 

※
昨
年
，
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
安
全
確
保
の
た
め
の

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
な
ど
も
用
意
し
ま
し
た
。 

 

活
動
の
シ
ン
ボ
ル
！
南
部
の
自
然
を
守
る
会

の
「
の
ぼ
り
旗
」
も
披
露
し
ま
す
。 

 
■
つ
ば
め
保
育
園
の
ホ
タ
ル
観
察
会
の
支
援

に
つ
い
て 

昨
年
七
月
末
に
行
っ
た
（
園
児
の
参
加
は
残

念
な
が
ら
雷
で
中
止
）
ホ
タ
ル
の
観
察
会
。 

来
年
度
は
南
部
の
自
然
を
守
る
会
と
し
て
も
当

日
協
力
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
地
元
の

方
の
協
力
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今

年
の
夏
は
楽
し
み
で
す
。 

  

 
 

   

 

日 

時 

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
九
日
（
日
） 

十
時
〜
十
二
時 

会 

場 

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

＊
入
場
無
料
・
当
日
先
着
五
十
名 

事
前
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。 

 

講
師
：
神
保 

賢
一
路 

氏 

演
題
『
生
き
物
と
共
存
す
る
公
園
づ
く
り
』 

 
 

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

昭
和
二
十
七
年
生
ま
れ
。
里
山
の
生
き
も
の
の
暮
ら
し

を
考
慮
し
た
維
持
管
理
を
実
践
し
た
先
駆
者
。 

日
本
で
初
め
て
、
里
山
の
管
理
の
実
用
的
で
分
か
り
や
す

い
「
生
き
物
と
共
存
す
る
公
園
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
平
成
二
〇
年
二
月
に
出
版
し
た
。 

 

横
浜
市
に
お
い
て
、
三
〇
年
以
上
公
園
維
持
管
理
業
務

に
携
わ
り
、
野
生
生
物
と
の
共
存
を
目
指
す
維
持
管
理
作

業
の
普
及
、
啓
発
活
動
に
努
め
る
か
た
わ
ら
、
ヤ
マ
セ
ミ

の
調
査
と
保
護
活
動
に
取
り
組
む
。 

平
成
十
九
年
に
は
、
管
理
を
担
当
し
た
「
小
雀
公
園
」

が
第
二
十
三
回
都
市
公
園
コ
ン
ク
ー
ル
管
理
運
営
部
門

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
。 

 

（
横
浜
市
環
境
創
造
局
南
部
公
園
緑
地
事
務
所
勤
務
） 

  
 

南
部
の
自
然
を
守
る
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

幸
浩 

 

第
四
回
さ
と
や
ま
セ
ミ
ナ
ー
の 

お
知
ら
せ 

 

「東風（こち）吹かば  にほひおこせよ  梅の花 

  あるじなしとて  春な忘れそ」            

          拾遺和歌集  菅原道真            

 

うしく里山の会広報誌 さとやま                七面 



                  

      
 

広報委員会からのお知らせ 
 次号３ 月号の印刷発送は３ 月 2５ 日（水）午後 1 時からです。お手伝いいただける方はネイチャーセ
ンターまでお越しください。よろしくお願いいたします。 

うしく里山の会広報誌 さとやま                八面 

編
集
後
記 

会
報
の
よ
う
に
毎
月
定
期
的
に
発
行
し
て
い
る
も
の
に
携
っ
て

い
る
と
、
月
日
の
過
ぎ
る
の
が
早
く
感
じ
ま
す
ね
。
歌
に
も
あ
り
ま

し
た
。
「
も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
・
・
・
」
三
月
「
弥
生
」。 

 

フ
リ
ー
百
科
事
典
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
に
よ
り
ま
す
と
、
旧
暦

三
月
を
弥
生
（
や
よ
い
）
と
呼
び
そ
の
由
来
は
、
草
木
が
い
よ
い
よ

生
い
茂
る
月
「
木
草
弥
や
生
ひ
月
（
き
く
さ
い
や
お
ひ
づ
き
）
」
が

詰
ま
っ
て
「
や
よ
ひ
」
と
な
っ
た
説
、
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
三

月
六
日
頃
が
二
十
四
節
気
の
一
つ
「
啓
蟄
」
、
冬
ご
も
り
し
て
い
た

昆
虫
や
、
カ
エ
ル
や
ヘ
ビ
な
ど
が
地
中
か
ら
出
て
く
る
頃
と
い
う
意

味
で
す
。 

 

資
料
に
よ
り
ま
す
と
実
際
に
動
物
や
昆
虫
が
冬
ご
も
り
か
ら
目

覚
め
る
の
は
種
類
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
最
低
気
温
が
「
五
度
を

下
回
ら
な
く
な
る
頃
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
牛
久
周
辺
で
す
と
三
月
下

旬
頃
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
里
山
の
自
然
と
接
す
る
楽
し
み
の
時

期
で
す
ね
。 

 

私
も
い
ろ
い
ろ
文
章
を
書
く
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
パ
ソ
コ

ン
で
は
簡
単
に
出
て
く
る
漢
字
も
、
手
書
き
で
は
す
ぐ
に
出
て
こ
な

く
な
り
ま
し
た
。
ぼ
け
な
い
よ
う
に
脳
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

最
近
は
漢
字
パ
ズ
ル
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
書
店
に
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
ね
。 

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
「
芹
・
薺
・
御
形
・
繁
縷
・
仏
座
・
菘
・
蘿
蔔
」

こ
の
漢
字
は
な
ん
と
読
み
ま
す
か
。
春
の
七
草
を
漢
字
で
書
い
た
も

の
で
す
（
せ
り 

な
ず
な 

ご
ぎ
ょ
う 

は
こ
べ
ら 

ほ
と
け
の
ざ 

す
ず
な 

す
ず
し
ろ 

こ
れ
ぞ
春
の
七
草
）
。 

蒲
公
英
・
菖
蒲
・
花
菖
蒲
・
杜
若
（
た
ん
ぽ
ぽ
・
あ
や
め
・
は
な

し
ょ
う
ぶ
・
か
き
つ
ば
た
）
。
「
あ
や
め
・
は
な
し
ょ
う
ぶ･

か
き
つ

ば
た
」
は
同
じ
ア
ヤ
メ
科
で
す
が
「
し
ょ
う
ぶ
」
は
サ
ト
イ
モ
科
で

五
月
節
句
に
菖
蒲
湯
に
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
も
漢
字
の
遊
び
を
し
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
輝
雄 

 

※活動日は都合により変更になる場合がありますので，最新情報はホームページでご確認ください。

1 2 （休園日） 3 4 5 6 7
○南部の自然を守る ○アヤメ園（受） ○チーム’街路樹(受 ○チーム’街路樹(受 ○アヤメ園（受） ○チーム’街路樹(受 ○チーム’街路樹(受

会　8:00成井公会堂 　8:00アヤメ園Ｐ 　9.00ボランティアC 　9.00ボランティアC 　8:00アヤメ園Ｐ 　9 .00ボランティアC 　9.0 0ボランティアC

○チーム’街路樹(受 ○チーム’街路樹(受 ○雑木林応援隊(畑) ○チーム’街路樹(受 ○チーム’街路樹(受

　9.00ボランティアC 　9.00ボランティアC 　13:00畑 　9.00ボランティアC 　1 3.00ボランティアC

　ミーティング

8 9 （休園日） 10 （休園日） 11 12 13 14
○雑木林応援隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林応援隊(畑) ○アヤメ園（受） ○里山自然観察隊 ○巨木リサーチ (特

　9:00ムジナ 　8:00アヤメ園Ｐ 　13:00畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　9 :30N C 10 :00N C

○ｴｺｱｯﾌ ﾟ13:00NC

○そば　？時間場所

（会報等原稿〆切）

15 16 （休園日） 17 18 19 20 （春分の日） 21
○巨木リサーチ(特 ○アヤメ園（受） ○雑木林応援隊(畑) ○アヤメ園（受） ○雑木林応援隊 ○雑木林応援隊

10:00NC 　8:00アヤメ園Ｐ 　13:00畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　9 :00炭小屋 　9:0 0炭小屋

○ｴｺｱｯﾌ 1゚3:00N C ○運営委員会

　9:0 0NC

○理事会11:0 0NC

22 23 （休園日） 24 25 26 27 28
○雑木林応援隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林応援隊(畑) ○アヤメ園（受）

　9:00炭小屋 　8:00アヤメ園Ｐ 　13:00畑 　8:00アヤメ園Ｐ

29 30 （休園日）

○さとやまセミナー ○アヤメ園（受）

　10:00三日月橋 　8:00アヤメ園Ｐ

生涯学習センター

凡例　森：観察の森，　NC：観察の森ネイチャーセンター，　Ｐ：駐車場 ，　炭小屋：観察の森駐車場奥の炭小屋，　畑：観察の森駐車場奥の畑，
コジュケイ：観察の森内コジュケイの林，観察舎畑：観察の森内観察舎前の畑，ムジナ：結束町の雑木林（通称ムジナの里），市役所：牛久市役所本庁舎，

アヤメ園：三日月橋観光アヤメ園，　(受)：受託事業，(特)：特別事業，(休園日)：観察の森休園日，ボランティアC:牛久市ボランティア市民活動センター

金 土

3月の里山カレンダー

日 月 火 水 木

○会報発送 

13:00NC 


